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理事長    大　野　功　夫

達人ＣＵＢＥが、
達人システムを大きくする

株式会社ＮＴＴデータ
第一公共システム事業部
第二公共システム事業部
　営業部　第三営業・税務会計部長　

　　                　　奥   脇   勝   美

新年明けましておめでとう
ございます。厳しい経済環境が
続きますが、本年が皆様にとっ
て素晴らしい年になりますよ
うご祈念申し上げます。

昨年は電子申告 e－Tax 装置を整備した「達人
システム」の普及拡大をめざしての一年でありま
した。即ち、前システムのTACTiCS-Pro からの
移行促進と、新規組合員の増加を期待しての様々
な「キャンペーン」―「開業支援キャンペーンや
新規組合員加入キャンペーン等」―を打ち出しあ
らゆる機会を通じて東京データ通信のＰＲに専念
致しました。達人システムは大変使い勝手の良い
「優れもの」との評価を得て、利用拡大を期待致
しました。結果としてはTACTiCS-Pro からの移行
は97％を超え新規組合員も若干ながら増加を見
ておりますが、未だ道半ばの状況で、今年こそは
と役員事務局一体で頑張りたいと考えております。
各位のご支援ご協力を切にお願い申し上げます。
全国税理士データ通信協同組合連合会としては、

昨年末に株式会社ＮＴＴデータの提案による「達
人Cube」はインターネットを活用した新しいサ
ービスとして、今まで以上に便利で簡易に使える
システムとして本年４月よりリリースする予定で
あり。又会員の「報酬管理」の利便に十分機能す
る「事務所便利ツール」として販売することも全
国データ連合会で決定をしております。新年度は
今迄と違った税理士会システムの展開をご期待し
ていただきたいと思います。
本組合は、昭和51年４月に東京税理士会が「税
理士のための税理士による税理士のシステム」と
標榜して開発した「税理士会システム」の事業体
組織として発足し満30年を数える。創立の理念
を再認識し税理士業務の改善進歩に資するため、
利用者の要請に応えた事業展開を期することとし
たい。
本年も組合員各位並びに税理士会及びＮＴＴデ
ータを始めとする関係各位のさらなるご協力ご理
解をお願い申し上げまして、新年のご挨拶といた
します。

東京税理士会データ通信協同組合の皆様　お健
やかに新春をお迎えのこととお慶び申し上げます。
旧年中は、達人システムへのご愛顧とご支援を
いただき厚く御礼申し上げます。
さて、昨年は、達人システムへの移行について、
ご協力をいただきありがとうございました。おか
げさまで、ほとんどの組合員の方が達人システム
をご利用なさっていただいております。
ところで、今年は、４月から『達人CUBE』の

サービスを開始させていただきます。達人CUBE
をご利用になると、達人システムに対して強力な
支援を行うことができます。このため、利用範囲
が大きく広がります。達人CUBEは達人システム
だけでは、実現できなかった多くの機能を利用で
きるようにいたします。
その機能として、以下のものがあります。
①特定データへのアクセス制限や操作制限を実
現する『データベースのセキュリティ化』機能　

②必要なセキュリティ対策が自動でなされる『ウ
ィルス対策・ファイアーウォール』機能　③万一
の際も速やかにデータが復旧できる『データの外
部ストレージ』機能　④達人システムを最新環境
に維持する『プログラムのバージョンアップ』機
能　⑤電子申告をスムーズにする『電子申告のア
プリケーション統合』機能　⑥確実なサポートの
できる『リモート環境でのオンラインサポート』
機能　⑦煩雑化する消費税関係の業務を管理する
『消費税の申告処理の煩雑化への対応』機能　⑧
業務ファイルの一括管理を行う『事務所内業務の
円滑化』機能　⑨業務に役立つ最新情報を提供す
る『最新税率』機能　⑩最新税制や業界トレンド
などの情報を提供する『情報コンテンツ配信』機能
達人CUBEをご利用になることにより、最新の
情報、最新のサービスを受けることができるとと
もに、関与先様への充実したサービス提供ができ
るものと思っています。
是非、今年は達人システムとともに達人CUBEも
ご利用いただけますようよろしくお願いいたします。
今後とも、なお一層のご愛顧を賜りますことを
お願いいたしまして、新年のご挨拶とさせていた
だきます。
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株式会社富士通パーソナルズ
ｅビジネス営業部第二営業グループ             

部長   下　平　雄　司

東京税理士会データ通信協同組合の皆様、明け
ましておめでとうございます。旧年中は富士通製
品をご愛顧賜り誠にありがとうございます。
この場をお借りして弊社製品をご採用頂きまし
た先生方に厚く御礼申し上げますとともに、富士
通のパソコンの「こだわり」の一端をご紹介させ
て頂ければと存じます。
まず、Made in Japan のこだわりですが、富士
通は「品質世界一」、「市場へのフレキシブルな対
応」を目指し、パソコンメーカーでは数少ないパ
ソコン本体の国内生産を行っています。
また、昨今セキュリティ対策が叫ばれて久しい
ですが、不正アクセス、情報漏洩、改ざん、コン
ピュータウイルスなど、パソコンが常に晒されて
いる脅成に対して、富士通は豊富なセキュリティ
横能を他社に先駆けて開発し搭載しています。

一例として、ＵＳＢ、光学ドライブ等の各種ポ
ートからの情報の持ち出しに制限をかけるツール
や、ネットワークでの通信データを暗号化するも
の、パソコン廃棄時のデータ流出対策を防ぐため
のデータ消去ツール等を、標準で添付しています。
タワー型のW5210やＡ４ノートのC8210には、
パソコンにおける金庫の役割を果たすセキュリテ
ィ専用のチップを搭載、仮にハードディスクを外
して別のパソコンから呼び出そうとしても持ち出
せない等の高度なセキュリティ機能を持っていま
す。このように品質やセキュリティ、使いやすさ
の面等で安心してお使いいただけるものと存知ま
すので、本年もかわらずご愛顧の程お願い申し上
げます。
景気は業種によってまだら模様ですが。政府の
発表では「穏やかに回復している。」との基調判
断です。更に回復の兆しは中小企業へも拡がり、
「景況は持ち直しの動きとなっている。」としてお
り、新年に期待したいと思います。2006年は皆
様におかれまして、ますますご発展される良い年
となりますよう祈念しまして、新年のご挨拶とさ
せて頂きます。

@ @
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伊 藤 知 昭（荒川）

猪 股 正 明（日本橋）

少年易老學難成　一寸光陰不可輕　不覺池塘
春草夢　階前梧葉己秋聲　漢詩・「偶成」　明・朱
熹　朱子学祖・朱熹の作（日本五山僧作との異説
あり）。正に、まだまだ若いと思っていたが、何
時の間にか、還暦を迎えた。とりわけ、税理士業

務を始めた40歳前後からの年月の過ぎる速度は、
それ迄の倍に値するかに感じる。昭和30年代少
年の頃、60歳は老人で、古稀70歳迄生きる者は
少なかった。
現在の60歳はまだ壮年かも知れない。しかし、
精神知的熟成度は些か疑わざるを得ない。いずれ
寿命が尽きることは確実だ。先人の説かれる如く、
原点へ真摯に立ち帰り、自己研鑽に勉めることを
隗としたい。
現代われわれを取り巻く環境は、地球的規模に
拡大、未経験の事象に、叡知を結集するのみ。解
決すべく難問は発象するものだ。

今年は4度目の年男を迎え、50歳も近くなり、
年々、年の過ぎる早さを痛感しております。平成
18年は会社法が施行され会計・税務において大
きな節目の年であり、年男とも重なり記念的な年
になりそうです。

開業して5年目を迎える今年こそ会社法のメリ
ット・デメリットを生かした新しい会社の立上げ
や顧客支援をしていきたいと考えております。東
京税理士会データ通信協同組合とは、開業当初よ
り達人シリーズを通してお付き合いさせていただ
いております。達人は実務に欠かせないアイテム
となっており、改正への対応やバージョンアップ
の早さにはいつも感謝しております。まさに顧客
の視点に立ったソフトウエアといえるでしょう。
私も今までに増して今年は顧客目線にどれだけ近
づいたサービスが出来るのかを模索し、いい「と
しおとこ」にしたいと考えております。

内 田 武 男（中野）

昭和９年生まれ戌年、72年生きてきたが特に
年齢を意識してはいない心算です。しかし振り返
ってみますと、大東亜戦争とその戦争の敗戦も経
験した。軍国主義から民主主義にも変わった。国

の経済も戦後の復興期から世界の経済大国と成っ
たものの、これがバブルでその崩壊を経て漸く景
気も上向きになってきた。
この間には世界的にもさまざまな出来事と変革
もあった。わが身においてもである。どうなるか
判らない田舎者が様々な過程があったとしても、
現在東京で多くの皆様のご支援により税理士事務
所を開業させて頂き生活をしている。
このように回想してみると72年はそんなに短
いものではなかったのかな。
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※ 50音順・敬称略

佐 藤 清 勝（本郷）

佐 藤 嘉 光（日本橋）

これからどうなるのだろうか？

「どうせ先は知れているのだから何を考えてい

るの、心配するだけ無駄だよ」という声が聞こえ

てくるような気がしますが、ブツブツ一声！

ゆっくり、ゆっくり小さいものを大切にしてい

きたいと思いながら、チビ犬は今日も犬小屋を出

て仕事場へ歩いております。餌は少量のお酒と腹

八分目に満たすもので十分です。

どうして街がゴミで汚れるのだろうか、人間の

心にどうしてゴミのようなものが溜まって暗い話

が出てくるのだろうか、歩きながら何時も考えて

おります。少しでもこの浮世のゴミを掃除したい

と願っているのですが、どうしたらよいのでしょ

うか。

所詮、チビ犬にそんなことは出来ないことだと

諦めるのでしょうか。

私は、1946 年１月 27 日生まれの戌である。

自分ではまだまだ若いと思っているが、以前と違

い厚着をするようになったなど、体力の衰えを実

感することもある。若い頃から早起きの性質なの

で、事務所に出る前の時間を利用して、家の近く

を散歩し健康維持に努めている。散歩の後は、自

宅のパソコンを起動させ、メールをチェックする

日々である。しかし、事務所では、パソコンの操

作は妻まかせが多く、一人では心もとないことも

あるので、これからは、私自身も毎日少しづつで

もパソコンに向かうようにしたいと思っている。

事務局の皆様には、日頃何かとお世話をかけて

おり、この場を借りて御礼申し上げたい。

平　　　仁（葛飾）

僕にとって転機を迎えるのが戌年。生誕に始ま

り、中学入試に明け暮れた 12歳、研究者目指し

て大学院生活を始めた 24 歳、そして 36 歳の今

回は結婚します。

　中学・高校では落ちこぼれましたが、生涯の

友人と超プラス思考の性格を得ました。大学院で

は趣味としての学問という人生の方向性が決まり

ました。今度はどうなるのでしょうか。そしてこ

れからは……

　「人間万事塞翁が馬」

節目の年を迎えて、将来の夢を夢想しながら、

これからの人生の転機を楽しみに生きて行きたい

と思っています。
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安 井 徳 次（芝）

柳　　　弘（葛飾 ）

山 元 保 男（芝）

歳をとるほど時の経つのが早い。ついこの間、
還暦を迎えたと思っていたら、また一巡り。依然
として組合の役職に就いている。
最近、会議で若い世代の人達と論議する機会が
多くなった。気持ちは若いつもりでいても、また
新しい知識を吸収し活用する意欲はあるにしても、
技術革新と価値観の変化の激しい時代にあっては、

議論が高まるにつれ、自分が最早や過去の遺物的
な存在になってきたとの思いをすることがある。
確か12年前、「定年は60歳」と言いながら、三
国志の英傑の一人、魏の曹操が晩年に詠んだ、
　　老　驥　伏　櫪　　志　在　千　里
　　烈　士　暮　年　　壮　心　不　已
の詩に託した心情を引用し、時代背景は異なる
とはいえ、われわれ凡人の及ぶところでないと記
した記憶がある。
やはり、時代の流れに即した適切な対応判断は
その環境で育ってきた世代に委ねるのが、自然の
理に適うのであろうかとの感が深い。

５月にて満72歳、年男である。尖がっていた
若い頃より若干人間丸くなった（家族談）感もあ
るが、仕事への情熱も劣ることなく、忙しいなが
らも充実した毎日であると我ながら自負している。

税理士稼業も早40年。この数年間、時代の流
れも早くなり、ＩＴ化・国際化と税務を取巻く環
境も大きく変化した。乗り遅れる事なきよう、必
死になって走る時もあるが、はたと立ち止まり、
本来の自分のスタンスを守り続ける大切さも実感
できる。若い頃にはできなかったこと。数多くの
経験の積み重ねの産物だろうか。
まだまだ現役。何歳になってもエイジレスを追
求中の気の若い相棒（妻）と、男勝りに仕事に没
頭中の娘と、競い合い、励まし合いながら、年男
の１年を過ごそうと思う。

　私は、大正11年１月生まれの84才です、戦前
から戦後へかけての長い人生でありました。
　税理士、会計士開業以来46年になり、現在も
現役です。忙中閑、趣味として俳句と油絵をやっ
ています。俳句については「花鳥諷詠」という言
葉が好きで閑があれば、季語と五七五をひねって

います。さいわい良き師と仲間にめぐまれ毎月の
句会を楽しんでおり、まだ２～３年ですが合同句
集も出しました。誕生日をむかえての一句
　　残る齢一つ減りたり福壽草
　次に油絵ですが、これは15年位教え上手の画
家の先生の指導の下、数人のグループで毎月例会
を開いて勉強しています。去年の夏は白樺湖から
見た蓼科山を描きに行き、また84才の自画像を
描いて文字どおり自画自賛しています。
　この二つに共通することは言葉の裏に美を、絵
具の奥に美を見出すことだと思っています。
　これからも元気でこの趣味を続けて、せいぜい
人生を楽しんで行きたいものと思っています。

矢  島  多以良（本所）

この原稿を書くにあたって、事務局の方に12
年前の私の年男の弁なるものを送っていただき、
冷や汗をたらしながら読みました。コンピュータ
業界の突風のような技術進歩は、この12年の間に、
すべてのものを変えていってしまいました。その

文書に載っていたシステムはすでに使用されてお
らず、化石化しております。その間にTACTiCSは
２世代進みましたが、幸い、それまで自分で作っ
てきた諸業務のプログラムをTACTiCSに乗り換え
る、という部分だけは忠実に実行されたようです。
12年前の文章では、コンピュータ業界の将来
を心配しております。もちろん、この先12年後、
この業界の荒波をTACTiCSは乗り越えていけるの
だろうかとても心配ですが、それよりも、現在の
年齢になってしまうと、コンピュータ業界より、
自分自身が12年後に「生存」していられるかと
いう方が先のようです。
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副理事長　吉　田　友　彦

　30周年の記念事業として、平

成17年10月21日から世界でも普及率はトップで

ある、オーストラリアはシドニーでの電子申告の

研修に参加した。

　そこで、同国の税制、ＴＡ（税務代理人）、電

子申告について報告したい。

　国土面積は769万km2（日本の21倍）で人口は

2000万人、税収は1645億ドル（2003年）日本

円で約16兆円である。

　税制は個人所得税が中心であり、税収の57％

で、源泉徴収制を採用、税率は15％から47％の

段階税率で、これに健康保険税の1.5％がプラス

され最高税率は48.5％である。年調はなく、全

員申告制なので、1200万人が確定申告をしてい

ると言う。

　法人税は税率30％で、税収の24％であり、個

人所得税と法人税で税収の80％を占めている。

　この他に、フリンジベネッフィット税や、付加

価値税等があり、直間比率は81対19である。

　オーストラリアにも税理士制度があり、厳格な

資格審査を経てＴＡの資格が付与される。ＴＡは

税務申告において、有償独占が保証されており、

国家歳入の確保に必要不可欠な国家資格として、

社会的地位を確立している。

　個人所得税を例にとると、課税期間は７月１日

から翌年６月30日、申告期限は10月31日迄の４

ヶ月であるが、ＴＡに依頼すると６ヶ月から最大

11ヶ月（翌年の５月31日）迄提出の延長が認め

られている。

　従ってＴＡに申告を依頼する個人は85％、法

人は97％であり、電子申告の普及率の高さの大

きな要因となっている。

　“え、日本では未だ紙で申告しているのですか”

と最初に言われてしまった位、オーストラリアで

は電子化が進んでいる。1990年導入当初で50％

の普及率であったという、2004年では個人の80
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％、法人の90％が電子申告をしており、ＴＡの

97％が利用、紙は全く例外であると言う。

　電子申告関連の送信数は年間で1650万件であ

り、全く日本とは比較にならない数である。

普及の要因として揚げられる事項として

①納税者憲章により納税者の権利が保護されて

いる事。

②各種の番号制度が整っている事。

③ＴＡを利用するメリットが充分に用意され、

ＴＡを利用する率が極めて高い事。

④ＩＴを使わないとビジネスにならない位、イ

ンフラが整備されている事。

⑤広大な国土のため、地理的な理由がある事。

⑥普及定着を国全体として計画的に行っており、

国民が行政を信頼している事。

等々が考えられる。

　又、電子申告の種類も日本はe-taxのみだが、

①ＴＡが利用する専用回線での……………

②インターネット利用の個人所得税申告システムの

………………

③郵便局が行う電子申告代行サービス

……………………

④簡易的申告者の為の

………………

等があり、納税者のニーズにより選択が可能であ

る。

　添付書類については、電子申告宣言書を提出す

れば、５年間の保存義務はあるが、送付の義務は

課されていない。

　又、難しい電子署名も必要とされていない。

　2004年度の利用件数は87,562件で、総申告件

数の約0.3％であり、2005年10月の利用開始届

けは100,901件である。国税庁は平成18年度で

130万件の利用を目標としているが、メリットが

何もない現状では全く不可能である。

　韓国の電子申告も法人97％、個人75％と非常

に高い普及率だが、税額控除のメリットを与えて

おり、特に電子申告をした税務士には最大300万

ウォンの税額を還付する特典を与え、税務士によ

る普及率の向上を、国を挙げて応援している。

　日本の電子申告を成功させる為には、

等々、思い切った施策を取らなければ、電子申告

は絶対に普及しないと言う事を実感したオースト

ラリアの研修の旅でした。
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　東京データの30周年に相応しく、風光明媚な

昭和の森に隣接するホテル「フォレストイン　昭

和館」で開かれた恒例の研修旅行会のテーマは、

「中小企業の会計指針のポイント」でした。

　日税連から中小企業研究会専門委員である山田

　俊一先生をお招きしての詳しい説明は、70名

の受講生である組合員のみなさんにも、大変な好

評を博したことは言うまでもありません。

　今回は、参加者の一人として紙面が許す限り内

容の概略を報告致します。　

　最初に、階段教室の会場にて50ページの資料

が配られました。山田先生からは、指針の根底を

なす考え方、その基準のあり方についての委員会

での議論のやり取りなども話していただき、限ら

れた時間の中での検討にいろいろな苦労をされた

ことを含めて、具体的な経緯の説明がありました。

　第１編の中心は、中小企業と証券取引法に規制

される大企業2万社との実務上の分岐点が、新た

な会計指針が必要とされる謂れになったというこ

とです。

　第２編では、金融機関が決算書をどのように見

ているか、特に注意しなければならない勘定科目

の残高がどのように実態調査されるのか等が、説

明の中心です。

　そして、次に続くのがいよいよ制度そのものが

まったく新しい会計参与制度の概要ですが、この

箇所は第１編の会計指針のポイントと併せて当日

のメインテーマを構成するものです。　

　講師席に用意された椅子には目もくれずに、山

田先生の口調は第3編に入り、ますます白熱して

きます。概要に始まり、税理士制度との関連は、

受講生の大半が税理士であるということからも、

最も関心の的であったことでしょう。企業の顧問

税理士としてよりも、取締役・執行役と共同で計

算書類を作成しながら、意見を異にする事があり

うるという高い専門家としての識見を認められ、

その独立性を有した制度が、会計参与であり、今

後はこの地位に自ら参画するような心構えも必要

とのことです。そのためには、中小企業のための

会計指針に通じた上で、実務経験をふまえた高い

専門家としての能力が、会計参与制度により認め

られると同時に要求されるようになったというの

が、この研修会での最大のテーマだったのだと強

く感じました。　　　　　　　  （事務局　岡本）
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　翌日は、冬の始まりを感じさせるような肌寒い
朝。「奥多摩観光なら私におまかせ！」とはりき
る法理総務部長がバスガイドとしてマイクをにぎ
り、総勢10名は東京都昭島市昭和の森を出発い
たしました。まず最初に行ったのが“石川酒造”。
こちらの蔵は100年以上前に建てられたものだそ
うで今回はその蔵を見学させていただきました。
酒工房は仕込みの関係上見学できませんでした．．．
残念。ビデオを見学した後はちょっぴり試飲です。
朝から日本酒なんてと言いつつ美味しくいただき
ました。

　いい気分になったところで次は“青梅着物博物
館”へ。貴重な宮廷衣装や時代衣装が約500点以
上展示されています。館長の鈴木さんによるお話
がとても楽しく、ただの博物館だと思ったら大間
違い。普段あまり見ることのない日本の伝統文化
を拝見いたしました。
　さて、いよいよ奥多摩へ向かい昼食です。ここ
数日めっきり寒くなったせいか、奥多摩湖周辺は
紅葉まっさかり！緑から黄色、赤へと移り変わる
自然の美しさに一同感激です。昼食後は“都民の
森”へと向かいます。都民の森は「東京都にこん
なところがあるのか？！」と驚くくらいの森、と
いうより山です。山登りにきている人々の姿も見
られました。東京都とはいえやはり山だからなの
か非常に寒い！そのおかげでしょうか。見事な紅
葉でした。写真でしかお見せできないのが残念で

す。ぜひ一度足を
運んでみては？仕
事を忘れ楽しいひ
とときを過ごしま
した。　

今回は大野理事長の優勝ならず！以下の通りです
　　優　勝　　名和　秀男（武蔵野支部）
　　準優勝　　矢野　忠美（新宿支部）
　　３　位　　石井　健一（芝支部）

石川酒造にて試飲中

石川酒蔵前で集合

都民の森は紅葉が
見事でした！

立川国際カントリー倶楽部にて
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第９回常務理事会  11月15日（火）
（審議事項）
１．加入・脱退に関する件
２．中間事業報告書及び中間決算書に関する件
３．「達人Cube」の販売方法と営業活動に関す
る件
４．データクラブの開催に関する件
５．モリタニビルの利用に関する件　その他
（報告事項）
１．全国データ通信の報告に関する件
２．会員研修のＩＴ化に関する件
３．30周年記念海外研修旅行に関する件
４．各部・委員会の報告に関する件　その他
第４回正副理事長会　11月24日（木）
１．｢達人Cube｣とそのキャンペーンに関する
件
２．新規組合キャンペーンに関する件　その他
平成17年度中間監査　11月25日（金）
１．平成17年４月１日から平成17年９月30日
までの会計及び業務監査

第７回広報部会　12月12日（月）

１．「東京データ通信」141 号の編集に関する
件　その他

第10回常務理事会　12月14日（水）
（審議事項）
１．加入・脱退に関する件
２．「新規組合加入キャンペーン」の具体的な
実行策に関する件
３．会員研修のＩＴ化に関する件
４．モリタニビルの利用に関する件　その他
第５回理事会　12月14日（水）
（審議事項）
１．加入・脱退に関する件
２．「新規組合加入キャンペーン」の具体的な
実行策に関する件

（報告事項）
１．中間監査の報告書に関する件
２．全国データ通信の報告に関する件
３．創立30周年記念海外研修旅行に関する件
４．創立30周年記念秋季研修旅行会に関する件
５．会員研修のＩＴ化に関する件
６．各部・委員会の報告に関する件その他
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　ぼたん（牡丹）―ボタン科の落葉低木で、中国が原産地。古くから観賞用、薬
用として栽培された。
　葉は羽状複葉、直径20センチ程で紅、紫、白、黄、淡紅等の色の花を開く。また、
夏咲きの花芽を摘除して、冬咲きにすることもある。

今年５月から新会社法が施行される。有限会

社は無くなり株式会社に一本化され、資本金の

縛りも無くなる。資本の充実を諮る為増資を強

制されたのも記憶に新しいのに、あれは一体何

だったのだろう？朝令暮改とはこのことか！厳

しい規制が無くなり、自己責任で会社の運営を

するということは確かに起業が容易になり、経

済の活性化につながるのだろうが、その反面何

でも有りの百鬼夜行になりかねないと危惧する

のは老婆心か？

又、８月以降適用される中小企業の会計指針

の基本の考え方は、積極的な減損会計である。

不良債権や引当金を損金処理するようにとの考

え方だが、税法は何も変更はないのだから決算

上の利益と課税所得の乖離は甚だしいものにな

る。これは私達の顧問先にとって何かメリット

が有るのだろうか？今でも金融機関は３期利益

を出していなければ快く融資してはくれないの

が実情だ。決算書は赤字で融資は受けられない

わ、税金は取られるわでは全く良いところが無

いのではなかろうか。

ともあれ法制化されたからには、従わなけれ

ばならないのだから、年々反応の鈍くなる前頭

葉を何とか刺激して新年を迎えなければならな

い。正月の祝い酒を飲んでる場合じゃないのか

な……　　　　　　　　　　　　　 （さくら）


